
123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:17:22 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:17:44 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:17:52 +0900] "GET /photosynth.html HTTP/1.1" 200 17934

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:17:59 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:18:05 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:18:43 +0900] "GET /teens/teens.html HTTP/1.0" 200 13359

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:18:49 +0900] "GET /teens/teens.css?3368383454v401m HTTP/1.0" 200 2527

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:20:45 +0900] "GET / HTTP/1.1" 200 12370

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:21:23 +0900] "GET / HTTP/1.1" 200 12370

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:21:45 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.0" 

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:22:13 +0900] "GET /refarence_mail.html HTTP/1.1" 200 8587

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:22:31 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.0" 

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:22:50 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 

123.456.789.01  - - [27/Sep/2010:17:23:12 +0900] "GET /lmohp/DocumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.0"

123.456.789.01  - - [27/Sep/2010:17:25:12 +0900] "GET /shop/index.html HTTP/1.1" 304 -

123.456.789.01  - - [27/Sep/2010:17:25:38 +0900] "GET /it-npo/it-npo-entry.html HTTP/1.0" 200 9063

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:26:28 +0900] "GET /favicon.ico HTTP/1.1" 200 3638

123.456.789.01  - - [27/Sep/2010:17:26:46 +0900] "GET /20050115/20050115-Images/33.jpg HTTP/1.1" 200 90088

123.456.789.01  - - [27/Sep/2010:17:27:16 +0900] "GET /favicon.ico HTTP/1.1" 200 3638

123.456.789.01  - - [27/Sep/2010:17:30:07 +0900] "GET /calender_H22.html HTTP/1.1" 200 71205

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:30:18 +0900] "GET 

/lmohp/Reference/exeDetailRef?bookFrg=1&refCategory0=9&refValue0=4270103612&refCoincidence0=2&refConnector0=2&refCategory1=9&r

efCoincidence1=2&refConnector1=2&refCategory2=9&refValue2=4270103616&refCoincidence2=2&refConnector2=1&refCategory3=4&refValue

Connector3=1&refCategory4=5&refValue4=&refSyuppan1=&refSyuppan2=&sortKey=1&sortType=1&refCoincidence4=4&minCount=1&maxCount=20

%8D%F5+ HTTP/1.1" 200 2466

123.456.789.01 - - [27/Sep/2010:17:30:20 +0900] "GET 

umentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 200 3906

umentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 200 4156

h.html HTTP/1.1" 200 17934

umentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 200 4190

umentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 200 4119

ns.html HTTP/1.0" 200 13359

ns.css?3368383454v401m HTTP/1.0" 200 2527

umentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.0" 200 3984

_mail.html HTTP/1.1" 200 8587

umentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.0" 200 4151

umentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.1" 200 4167

cumentDetail/exeDocDetailViewer?ps_KanriCD=M987654321 HTTP/1.0" 200 3931

ex.html HTTP/1.1" 304 -

t-npo-entry.html HTTP/1.0" 200 9063

co HTTP/1.1" 200 3638

/20050115-Images/33.jpg HTTP/1.1" 200 90088

ico HTTP/1.1" 200 3638

_H22.html HTTP/1.1" 200 71205

0=4270103612&refCoincidence0=2&refConnector0=2&refCategory1=9&refValue1=9784270103616&r

03616&refCoincidence2=2&refConnector2=1&refCategory3=4&refValue3=&refCoincidence3=4&ref

=&sortKey=1&sortType=1&refCoincidence4=4&minCount=1&maxCount=20&submit=+%8C%9F+

ICT に 明 る い 図 書 館 員 を 全 国 に！

Code4Lib JAPAN
WORKSHOP
サービス構築コース
Web のログファイルを読む・解析する
http://d.hatena.ne.jp/josei002-10/
あなたの図書館のWeb サイトには、どのような来館者が来ていますか？

Code4Lib JAPANのワークショップは、実践的な体験学習スタイル。持ち

帰ってすぐに図書館サービスに反映できます。

第2回ワークショップでは、図書館のWebサイトへのアクセスを「来館者」

ととらえ、ログファイルの分析などから正しい来館者数を把握するための

方法を学びます。また、先日の岡崎市立図書館で見られたような頻度の高

いアクセスとその識別法、対処についても触れてゆきます。Web サイトの

ログファイルは「宝の山」です。内容を正しく知ることで、非来館型サー

ビスの充実強化を実現しましょう

日　程： 10月24日 日曜日 10:30～16:30
場　所： 筑波大学筑波キャンパス春日エリア
 情報メディアユニオン3 階 共同研究会議室 1
参加費： 20,000 円（税込み）
定　員： 先着順 30 名（PC 20台準備。機材持ち込みも可）

講　師： 江 草 由 佳（国立教育政策研究所） 小 野 永 貴（筑波大学、株式会社しずくラボ） 

阪口哲男（筑波大学） 高久雅生（物質・材料研究機構） 林賢紀  （農林水産

研究情報総合センター）

申込先： http://bit.ly/cYYH41
問合せ先 : Code4Lib JAPAN 事務局 (info@code4lib.jp)
参加費キャッシュバック制
ただし、参加者の合計が 15 名以上の場合は 15,000 円に、20 名以上の場合は 10,000 円に全員の参加費をディスカウン
トいたします。同じ職場、ご友人などお誘い合わせの上ご参加いただくとお得です。お申し込み後、20,000 円のご入金
を申し受けます。支払い方法、振込先等については別途ご連絡いたします。参加費がディスカウントになった際は、当
日差額を返金します。領収書はディスカウントされた金額で発行いたします。なお、不参加の場合は、その理由に関わ
らず参加費の返金はいたしません。

昼食、宿泊については参加者ご自身で手配をお願いします。事務局での斡旋はいたしません。

Code4Lib JAPAN 公式サイト  

2nd WS

Code4Lib JAPAN

図書館振興財団助成事業

http://www.code4lib.jp/



第 2 回 Code4Lib JAPAN Workshop「Web のログファイルを読む・解析する」
(10 月 24 日 )（サービス構築コース）

2010 年 10 月 12 日 , In ニュース

あなたの図書館の Web サイトには、どのような来館者が来ていますか？

Code4Lib JAPAN のワークショップは、実践的な体験学習スタイル。持ち帰ってすぐに図書館サービスに反映できます。

第 2 回ワークショップでは、図書館の Web サイトへのアクセスを「来館者」ととらえ、ログファイルの分析などから正しい来館者数を把握するための方法を

学びます。また、先日の岡崎市立図書館で見られたような頻度の高いアクセスとその識別法、対処についても触れてゆきます。

Web サイトのログファイルは「宝の山」です。内容を正しく知ることで、非来館型サービスの充実強化を実現しましょう。

【実施概要】
	 期日：	 2010 年 10 月 24 日（日） 10:30-16:30
	 場所：	 筑波大学筑波キャンパス春日エリア情報メディアユニオン 3 階共同研究会議室 1
	 交通：	 つくばエクスプレスつくば駅より徒歩約 10 分
	 主催：	 Code4Lib JAPAN
	 講師：	 阪口哲男（筑波大学）、林　賢紀（農林水産研究情報総合センター）、高久雅生（物質・材料研究機構）、江草由佳（国

立教育政策研究所）、小野永貴（筑波大学、株式会社しずくラボ）
	 定員：	 30 名 ( 先着順 )　（対象不問※ただし、申込多数の場合、現役ライブラリアンを優先します。）
	 連絡・問合せ先：	 Code4Lib JAPAN 事務局 (http://www.code4lib.jp/contact/)
	 参加費：	 20,000 円（1 名）※ただし、参加者の合計が 15 名以上の場合は 15,000 円に、20 名以上の場合は 10,000 円に全員

の参加

費をディスカウントいたします。同じ職場、ご友人などお誘い合わせの上ご参加いただくとお得です。お申し込み後、20,000 円のご
入金を申し受けます。支払い方法、振込先等については別途ご連絡いたします。参加費がディスカウントになった際は、当日差額を
返金します。領収書はディスカウントされた金額で発行いたします。なお、不参加の場合は、その理由に関わらず参加費の返金はい
たしません。
実習用のパソコンは 20 台をご用意しています。
ご自身のパソコンをお持ち込みいただいての受講も可能です。
その旨お申し込み時にお知らせください。

【プログラム】
◆ 10 月 24 日（日）

10:00 	 受付開始
10:30 	 開講、ガイダンス，諸注意など
10:45	 講義：Web のログファイルとその概要
	 ・ログファイルの一般的な取扱（置き場所、運用など）
	 ・生のログファイルから何が読み取れるのか
	 ・ステータスコードとは
12:00 	 昼食
13:00	 実習
	 ・生のログファイルを読み取る
	 ・ログ解析ソフトの利用
	 ・参照元から、検索エンジンからの来客とキーワードを知る
	 ・クローラの識別
15:00 	 休憩
15:15 	「攻撃」と見なせるログの事例
15:45 	 まとめ、ディスカッション
16:30 	 閉講
昼食、宿泊については参加者ご自身で手配をお願いします。事務局での斡旋はいたしません。

【参加申し込み】
参加申し込みはこちらのフォーム (http://bit.ly/cYYH41) に記入の上、送信をお願い致します。
お申し込み締め切り：10 月 15 日（金）10 月 20 日（水）（延長しました）※ただし、定員に達した場合は早期に締め切ることがあります。
第 2 回 Code4Lib JAPAN Workshop「Web のログファイルを読む・解 ... http://www.code4lib.jp/2010/10/175/


